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さらに

RT
 PR 

= 𝑓𝑓�(𝑥𝑥), PR = ∆𝑥𝑥，QR = ∆𝑦𝑦

であるから

RT = 𝑓𝑓�(𝑥𝑥)∆𝑥𝑥

であり，定理における 𝜊𝜊(∆𝑥𝑥) の絶対値は QT によって表される．

なお，グラフが 𝑥𝑥 軸に垂直な接線をもつ場合がある．これは

lim
∆�→�

𝑓𝑓(𝑥𝑥 + ∆𝑥𝑥) − 𝑓𝑓(𝑥𝑥) 
∆𝑥𝑥

= +∞ (または − ∞)

となる場合である．
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